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個別要素法による平面ひずみ圧縮下における粒状体の
せん断帯形成過程の把握
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例 した坑力増分 Ag〝を生 じる弾性スプリング (剛性
定数Kn) と,相対変位速度 AuJAtに比例 した坑力


























































































圧密圧) し (圧密過程)せん断する (せん断過程)0



















radius: arrange- numberof contactangle,
γ(cm) ment elements,〟 α
0.9 13/14 797 47.362○5 6 806 398100
17/18 858 34.4690
1.0 13/14 635 40.86305 6 82 34540
17/18 718 30.0170
100 棚橋 由彦 ･漬崎 正一 ･熊川 貴伯
3.2 績黒と考察




ァベ ットは変形図に対応 している｡応力比 でが ヮmax
転達するまで,すなわちひずみ硬化簡域 (Fig.2(a),
(b) では,要素自体の移動はほとんどなく,粒子間接














































接触角 α(≒400)が等 しい.dead zone を除いたX

















配位数 とは 1粒子あた りの接点数をいう｡さらに,






















































































































木山英郎教授 ･西村 強助手 (鳥取大学工学部)に,
深甚の謝意を表する次第である｡
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